
令和７年度第３回学校運営協議会議事録 

 

さいたま市立三室小学校  

 

１ 日時・場所 ［日時］令和８年２月５日（木）１３：１５～１５：００  

［場所］３階 発見の森（高学年用図書室） 

 

２ 出席者 

出席９名、欠席５名 

            

３ 次第  

⑴ 会長挨拶 

⑵ 学校長挨拶 

⑶ 教育長メッセージ(動画) 

⑷ 学校自己評価システムシートを用いた学校運営の評価について 

  ・各項目についての達成状況及び次年度に向けての課題等の説明 

  ・質疑、応答 

・委員による評価 

⑸ 令和８年度学校経営方針について 

⑹ 各委員より 

⑺ 事務連絡 

   

 

 

４ 議事概要 

⑴ 学校自己評価システムシートを用いた学校運営の評価について 

学校自己評価システムシートの各項目について、学校運営に関する意見・

要望・評価等について話合いを行った。 

 

【子どもを主語にした教育活動の展開について】 

  ・外部講師を招いた授業が、全学年で１回以上行われたとあったが、子ども

にとって価値ある体験や学びを重視した教育活動が展開されていると感

じる。 

  ・租税教室や畑での野菜の収穫など、実体験を通した「学び」が、子どもの

気付きや表現につながっている。特に、大根の収穫などは、子どもたちが

普段できない体験として最高ではないか。 

・外部から講師を招いての研修とあるが、この講師は、技能的な面を伝える



ものなのか、内容的な面を伝えるものなのか。 

→授業研究については、技能的な面だけでなく内容面についても本質を捉

えた指導ができる市内の校長等を指導者として招いた。来年度も、研修

受講者が満足感を得られるような経験豊かな指導者を招きたい。 

・タブレットの更新の話があったが、生成ＡＩの活用やインターネットの利

用など、気をつけなくてはいけない面もある。 

 

 【喜んで登校し満足して下校できる学級・学校の実現について】 

  ・不登校の問題については様々な報道をされているが、家庭とどこまで連携

が図れるのか難しさもあると思う。 

・小学校だけでなく中学校でも、同じ課題を掲げている。家庭が孤立しない

ように、区の支援課やフリースクール、医療機関等、関係機関とつながれ

るようにしていくことが重要である。 

・不登校にも様々な要因があると思うが、どのようなものがあるのか。 

   →人間関係や学習への不安なども要因として挙げられるが、子ども自身    

がなぜ登校できないのかが分からないというケースもある。また、コロ

ナ禍を経て、「学校に行かなくても大丈夫だ」という意識が生まれてい

る感もある。 

・Solaるーむの利用などをきっかけにして、登校できるようになる子もいる

と思う。いろいろな方法を試していくとよいのではないか。 

・様々な状態の子どもがいる中で、教室には入れなくてもSolaるーむ等で別

に学ぶ、タブレットを使って学習に参加するなど、学校とのつながりを大

切にしていく。児童、保護者が、将来の豊かさを少しでも想像できるよう

な働きかけをしていく。 

【学校運営協議会、ＰＴＡと一枚岩となった学校経営の実現】 

  ・畑の先生をはじめ、地域の方にご協力いただき、さまざまな教育活動を行

うことができた。 

  ・学校の畑における植栽活動は、子どもたちにとってとてもよい取組だと思

う。今後も、地域として学校に協力しながら、ジャガイモなど様々なもの

を子どもたちと一緒に植えたり育てたりしていく。 

・ＰＴＡ活動に学校が協力的で感謝している。今後、様々な面でシステムが

変わることもあると思うが、引き続き学校とＰＴＡとで連携を図りながら

取り組んでいけるとよい。 

・地域のお祭りやＰＴＡ関係のイベントに、多くの教職員が参加しているこ

とが大変すばらしい。 

 →地域、家庭と、互いに顔の見える関係を築いていくことを今後も大切に

したい。 



・昨年度の学校運営協議会において、三室地区には多くの史跡などがあり、

子どもたちの学びに生かすことができるのではという意見をいただいた。

それを受けて、今年度はチャレンジスクールの活動として、地域の史跡を

親子で回るという取組を行うことができた。「知る喜び」と「伝える喜び」

を味わえる活動となった。 

 

【安全、生活、静謐な教育環境の創出】 

・学校安心メールなどで不審者情報等が流れるが、今もそうした情報は多い

のか。 

 →警察、保護者からの情報提供があった際には、速やかに安心メールを通

じて情報提供を行っている。今年度も、複数件情報提供を行っている状

況である。 

・子どもたちの下校については、安全が守られるように地域での見守り活 

動を次年度も継続して行っていく。 

  

【「喜んで出勤し、満足して退勤」する教職員組織の確立】 

・昨年度に引き続き、今年度もやりがいを感じている先生方が１００％とい

うのは大変素晴らしいことだと思う。 

・学校行事をはじめとする様々な教育活動について、単純に前年踏襲するの

ではなく、本質を踏まえた活動となるように、その意義や子どもたちに付

けたい力などを踏まえて、実施方法などを見直している。 

  ・朝の出勤時、地域での教職員の挨拶がとても元気がよくてよい。 

  ・現在、休職者がいないのはよいことだ。子どものためにも教職員が健康で

あることは大切なので、継続できるとよい。 

⑵ 令和８年度学校経営方針について 

   校長より、令和８年度の学校経営方張について説明を行った。その後、

委員より仮承認を得た。 

 

⑶ 各委員からの意見・要望について 

  ・これからも、地域と学校、ＰＴＡ、育成会等を含め、みんなで学校運営を

盛り立てていきたい。 

  ・三室小学校に関係する様々な人の協力によって、子どもたちの安全が守ら

れている。今後も引き続きお願いしたい。 

  ・それぞれの立場が変わっても、地域と学校とを結ぶ接着剤となれるように

取り組んでいきたい。 

・畑などの活動についても、地域の力を発揮して今後も継続していきたい。 

 



 ⑷ 事務連絡 

・令和８年度行事予定について 

  ・令和８年度学校運営協議会について 

  ・学校運営協議会委員アンケートについて 

 

５ 令和８年度開催予定 

［日時］第１回 令和８年 ５月２１日（木）１０：００～１１：３０  

第２回 令和８年１０月１５日（木）１３：１５～１４：３０ 

第２回 令和９年 ２月 ５日（金） ９：４５～１１：００ 

［場所］３階発見の森（高学年図書室） 

 

 

 


